
新学期の「感染防止対策の再徹底」及び「学びの保障」について

１ 新学期前の「教職員対象・集中検査」の実施状況

新学期に向けた「新たな対策」として、
・夏季休業を実施している「公立幼稚園」の教職員
・「小・中・高・特別支援学校」の教職員
を対象に「抗原検査キットによる集中検査」の実施を呼びかけ

■ 「約３，０００名の教職員」が参加を希望
■ 新学期までに「原則１回、ないし２回の集中検査」を実施中

２ 「学校における感染防止対策」の再徹底

県内の感染状況が「高止まり」する中、早いところで８月２５日から、
９月１日には、新学期が本格的にスタート

⇒ 夏休み後の「家庭から学校へのウイルス持ち込み」への対策

要請内容

◎ 「本人」はもとより、「同居の御家族」の体調が悪い場合でも、
登校を控えていただくよう呼びかけること

◎ 学校では、「感染リスクが高い活動」を控え、
「基本的な感染防止対策（換気、密回避など）」を再徹底すること

３ 「学びの保障」の確保

現在の感染状況を踏まえ、「登校を控える児童生徒」や
「学級閉鎖」等への備えとして

⇒ 家庭においても「学びの保障」の確保を徹底

要請内容

◎ 「１人１台端末」等を活用した「自宅での学習継続の取組み」を
積極的に推進すること


